
1．日本の工業の特色と工業地域
⑴　資料Ⅰから、日本の工業地域の分布の特色を挙げ、
　　その理由を説明してみよう。

⑵　資料Ⅱを参考に、日本の年代ごとの輸出品の特色を
　　まとめてみよう。

2．変化する日本の工業
⑴　資料Ⅲから、日本の自動車生産の変化の特色を挙げ、変化
　　してきた理由を説明してみよう。

⑵　近年の日本が抱える日本の工業の課題を説明してみよう。

特　色 （例）　�太平洋ベルトに集中している。

理　由
（例）　�原油や鉄鉱石などの原材料の輸入や製

品の輸出に便利だったことや、人口が
多く労働力が豊富であることなどの要
因があったため。

1935年 （例）　�繊維工業が中心であった。

1975年 （例）　�機械類や鉄鋼などの重工業が発展し
た。

2019年 （例）　�付加価値の高い電気機械や自動車な
どの輸出が中心となっている。

変化の特色 理　由

（例）　�1985 年ごろから自動
車の海外生産が増えはじ
め、近年は国内生産より
も海外生産の方が多い。

（例）　�1980 年代に起きた貿易
摩擦によって、日本企業
がアメリカ合衆国やヨー
ロッパに進出して現地
生産するようになった
ため。

（例）　�日本の企業の海外進出に伴い、国内の産業の空洞化とよ
ばれる現象がみられるようになったほか、アジア諸国の
工業化により、日本の企業が追い上げられてきている。

学習プリント

地理「日本の工業とその変化」
年　　　組　　　番

名前

資料Ⅰ　日本の主な工業地域

資料Ⅱ　日本の輸出品目の変化

資料Ⅲ　日本の自動車生産の変化

資料Ⅳ　日本の輸入品目の変化

本時のまとめ

（例）　戦後、日本の工業は、臨海部を中心に重化学工業が発展してきたが、近年は、高速道路の発達
　　　によって、輸送に便利な内陸部にも輸送機械工業や電気機械工業が発達するようになった。

◆　�内陸部に新しい工業地域が形成された背景について、説明しよう。

太平洋ベルト

（愛知・三重）
中京工業地帯
ちゅうきょう

瀬戸内工業地域
岡山・広島・山口・
香川・愛媛（　　　　　　　  ）

せ と うち

北九州工業地帯
（福岡）

きたきゅうしゅう

（大阪・兵庫）
阪神工業地帯
はんしん

京葉工業地域
（千葉）

けいよう

東海工業地域
（静岡）

とうかい

京浜工業地帯
東京・神奈川・
埼玉（　　　　　　）

けいひん

北関東工業地域
（群馬・栃木・茨城）

きたかんとう

北陸工業地域
（新潟・富山・石川・福井）

ほくりく

1970年ごろ
の工業地域

現在の
工業地域
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※1 2007年に海外生産の集計方法を
　　変更しているので，2006年以前
　　とは単純には比較できません。
※2 2017年より，一部のメーカーを
　　含みません。
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